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　目の不自由な方への情報提供を目的
に作られたものです。この音声コード

（ＳＰコード）を、活字文書読み上げ
装置で読み取らせると、音声で読み上
げます。
　活字文書読み上げ装置は社会福祉協
議会本所に設置しています。

これはＳＰコードです

遊々サロン（甲田町）しめ縄づくり
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共同募金寄付金付商品をよろしくお願いいたします

10／１㈪ 街頭募金(ゆめタウン吉田店前) 26,370円

10／７㈰ こうだわいわい祭 54,602円

10／21㈰ たかみや大地の祭り 34,063円

10／28㈰ 美土里米舞まつり 13,388円

11／４㈰ 八千代およりん祭 32,242円

募金総額　１６０,６６５円

街頭募金・イベント募金へのご協力ありがとうございました

　街頭募金・イベント募金でたくさんのあたたかい募金をいただきました。集まった募金は広島
県共同募金会に全額送金しますが、募金額の約60％が安芸高田市社会福祉協議会へ配分され、ボ
ランティア活動やふれあいサロンなどの地域福祉事業に充当させていただきます。ご協力ありが
とうございました。

【ご注文・お問い合わせ先】広島県共同募金会安芸高田市支会  ☎ 45-2941

広島東洋カープ
コラボレーションTシャツ
価　格：2,500円（税込）
サイズ：130cm、S、M、
　　　　L 、ＸL

赤い羽根の水
　（24本入）
価　格：2,880円（税込）
500㎖ ミネラルウォーター

※販売価格の約半分が
　募金になります。

街頭募金（イズミゆめタウン吉田店）

たかみや大地の祭り

八千代およりん祭

こうだわいわい祭

美土里米舞まつり
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「本谷サロン」は吉田町の川本会館で開いています。
詳しいことは　市社協吉田支所　☎４２－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

「うさぎサロン」は八千代町の下佐々井集会所で開いています。
詳しいことは　市社協八千代支所　☎５２－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

　私たちのサロンは、毎月１回集まっておしゃべりやゲーム等をして楽しく活動しています。
　今回は、安芸高田市地域振興事業団の運動指導員をお招きし、「いきいき介護予防教室」を行
ないました。『痛い痛い～』、『足が開かんよの～』等々言いながら、笑いも交えみんな熱心に説
明を受け、体を動かすことの大切さを学びました。
　これからも無理をせず、出来る範囲で楽しく集えるサロンにしていきたいと思っています。

（うさぎサロン世話人）

私たちのサロンは、毎年「勤労感謝の日」に収穫祭を開催しています。
今年も地域の方 40 名が各戸で収穫したものを持ち寄り、男性が火をおこし、女性が料理をし

て大きな鍋で豚汁を作って楽しみました。
今年は悪天候のため、いつもは収穫祭前に行なっているグラウンドゴルフができなかったため、

『来年は青空の下みんなでやりたいね～』と話しをしました。� （本谷サロン世話人）
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息を止めずにやるんで～ 痛くないところまで開いて～ 今日も楽しかったね♪

みんなで作った料理はおいしい !!いい匂いがするね～



今回のサロンは、北駐在所の山田巡査長さんをお招き
し、「架空請求詐欺」や「振り込め詐欺」のＤＶＤを観
た後、最近の安芸高田市内の詐欺の発生状況についてわ
かりやすくお話をしていただきました。

『何かあったら駐在所に電話してくださいね』の言葉
に、会員さんも『今日はいい話を聞いたね～』と満足そ
うな顔をされていました。

また、美土里小学校・美土里中学校の子どもたちが育
てたお花をプレゼントしていただき、『今度お礼の手紙
を出しましょう』ととても嬉しそうでした。きっと会員
さんはその花を見ると、子ども達の優しい気持ちを思い
出されることでしょう。

（第13区福祉区サロン世話人）

　11月25日（日）、原山地域のふれあいミニサロンで今原正美先生を講師にお招きし、健康体操
を行ないました。
　1・2・3、2・2・3と号令をかけながら体を動かしたり、先生から各々が気付いていない習慣
ぐせを指摘していただいたりと、号令の声と大きな笑い声が原山大地に響き渡りました。
　なかなか顔を合わす機会が少ない会員さんも、サロンに集まって「おはよう」、「元気だった？」、

「久しぶりね」と声をかけあい、しゃべって、笑って、食べて、動いてといつまでも楽しく活動
していきたいと思います。� （羽佐竹ふれあいミニサロン世話人） 

「第13区福祉区サロン」は美土里町の中北会館で開いています。
詳しいことは　市社協美土里支所　☎５９－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

「羽佐竹ふれあいミニサロン」は高宮町の原山集会所で開いています。
詳しいことは　市社協高宮支所　☎５７－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。
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今日は健康体操よ 気持ちがええよ～ なるほどねぇ

きれいなお花をありがとう♪

いろんな詐欺があるんじゃね～



みんなで協力して作業中 !!

寸劇・介護保険 ご長寿のお祝い ! 記念品贈呈 健康体操

かわいいのができました♪

「鳥居迫ふれあいサロン」は甲田町の鳥居迫常会集会所で開いています。
詳しいことは　市社協甲田支所　☎４５－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

「長田下地域ふれあいサロン」は向原町の中長田・下長田老人集会所で開いています。
詳しいことは　市社協向原支所　☎４６－２

ふくしいちばん

９４１までお問い合わせください。

　私たちのサロンは、毎回さまざまな活動をしています。
　６月のサロンでは、85歳以上の方にご長寿のお祝いとして記念品を贈呈し、その後は、通所介
護事業所かがやきの職員さんから寸劇で介護保険の説明をしていただいたり、ボールを使っての
健康体操を教わったりしました。また、９月のサロンでは、指圧の講習や心に残るなつかしい日
本の歌を合唱し楽しく交流しました。	 （長田下地域ふれあいサロン世話人）

サロン発足当初は、会員の皆さんも若く活発に活動していました。
近年は、集会所に集まって手芸やゲーム等をするだけですが、あまり気負いをせずに集まって、

地域の現況や会員の健康状態をお互いが確認することに、サロンを続けている意義があると感じ
ています。

写真は、毎年製作している案
か か し

山子です。今年は、ロンドンオリンピックで活躍された重量挙げ
の三宅選手を製作しました。	 （鳥居迫ふれあいサロン世話人）　
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～高宮中学校の取り組み～

いらないくるま
高く買取ります！

いらないくるま
高く買取ります！

（有）部品センター広島
安芸高田市八千代町向山620-3

0120-057-882

家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原

　高宮中学校の伝統行事ともいえる「友愛訪問」が、今年も12月12日（水）に行なわれました。
　今年は、11月13日（火）に社協職員が中学校に出向き、高齢者の実態や高齢者との関わり方な
どをテーマに講話をし、訪問に際しての事前学習を行ないました。
　「友愛訪問」当日は、体育館で民生委員・児童委員の方たちと一緒に出発式をし、その後、全生
徒がグループに分かれ、町内で一人暮らしをされている方のお宅に訪問しました。
　訪問したお宅では、一人暮らしではなかなかすることのできない窓拭きや庭の掃除などのお手伝
いをしたり、一緒になって色々な話をしたりと楽しい時間を過ごしました。
　また、生徒たちから、自分たちで育てたきれいなお花と、自分たちで考えた「おじいさんおばあ
さんに送る愛のレシピ」がプレゼントされ、とても嬉しそうに喜ばれており、青空のもとたくさん
の笑顔がこぼれていました。

事前学習 出発式

民生委員・児童委員さんと一緒になって

楽しくおしゃべり♪

みんなでキレイにしよう！

いつまでも元気でね！
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快適な生活環境を創る
土木・上下水道・造園・墓地

安芸高田市美土里町北2520-5

ＴＥＬ０８２６－５５－０５３７

助けあえる地域づくりをめざして!!
～ほほえみネット安芸高田～

はじめまして♪ 活動しようと思ったキッカケは？ こんなこともあるんよ～

ほほえみネット安芸高田とは…
日々の暮らしの中で、ちょっとした困りごとのある人（利用者さん）と、ちょっとしたことな

らお手伝いができる人（ほほえみさん）が、地域の中で支えあい活動をすることができるように
橋渡しをする有償のボランティア活動です。

この活動から、お互いに支えあい、助けあえる地域づくりをめざしています。

ほほえみさん・サロン世話人合同研修会
12 月 14 日（金）、クリスタルアージョにおいて、ほほえみさん・サロン世話人合同研修会を

開催しました。
高齢者が抱く「ちょっとした困りごと」や、「サロン会員全員が楽しめることは何か？」につ

いてをみんなで話し合うことで、困りごと解決への糸口を見い出すことができたり、「サロンは、
元気で集まっておしゃべりをすることが大切」といった意見が多くあがったりと、とても充実し
た研修になりました。

このように、身近にある色々なお互い様活動を知り、そこでの内容や悩みなどを話し合うこと
で、これからの活動への原動力にすることができました。

支援内容 利用のしかた

利用料金

・薬の受取り
・話し相手
・買い物
・散歩の付添い
・趣味の相手　など

・ほほえみネットを利用する時は、安芸高田市社協へご連絡く
ださい。
・お困りになっていることをお聞きし、ほほえみさん（協力
員）と日程等を調整のうえ、活動提供を行ないます。
・利用料についてはその都度お支払いいただきます。
　※希望される内容が次の場合にはご希望に添えませんが、困
りごと解決のご相談に応じます。
●事業の目的（趣旨）にあわない。
●ほほえみさん（協力員）の日程調整ができない　など

１時間　300円
（1回あたり 2時間まで）
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酒蔵探訪と広島の歴史にふれる旅

障害って！なに？～障害を知り、共に生きる～

～安芸高田市家族介護者リフレッシュ事業～

～生活・介護サポーター継続研修～

うまい酒じゃ！ きれいな景色じゃね～ 護国神社参拝

講師：三上正浩氏 今後の活動に活かそう !!

有料広告募集

社協だより　　　　　

  40×60㎜（カラ－）

年間 16,000円

11月27日（火）クリスタルアージョにおいて、生活・介護サポーター養成講座第1期～第6期
までの修了者を対象にフォローアップを目的とした継続研修を行ないました。

今回の研修は、広島県手をつなぐ育成会副会長の三上正浩氏を講師としてお招きし、「障害っ
て！なに？ ～障害を知り、共に生きる～」と題して、「障害」「障害者」に対する理解と認識、サポー
ト活動の果たす役割などを中心にご講話いただきました。参加されたサポーターさんは熱心に受
講され、講演後のアンケートには事例や体験談を交えた話でわかりやすかったというご意見をい
ただきました。

これからも、サポーター活動のプラスになるような研修を行なっていきたいと思います。
また、来年度も生活・介護サポーター養成講座の開講を予定しておりますので、まだ受講され

ていない方がいらっしゃいましたら、ぜひとも受講をお願いいたします。

今年度２回目のリフレッシュ事業は、３日間で70名の方が廿日市市の中国醸造㈱と広島城・
広島護国神社への小旅行に参加されました。

昼食会場は広島市内が一望できる西区古田台の「厳遊庭」でした。瀬戸内海の景色を眺めなが
らの食事は箸も話も進み、皆さん心身ともにリフレッシュされました。

今後も心身の疲労を癒し、楽しんでいただけるような内容にしたいと考えています。
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　市社協では、介護保険事業として、訪問介護事業、居宅介護支援事業、通所介護事

業、福祉用具貸与事業及び福祉用具販売事業の５つの事業を実施しています。

訪問介護事業
　ホームヘルパーが家庭を訪問して、入浴、排泄、食
事等の身体的介護、調理、洗濯、掃除、買い物等の生
活援助を行なっています。
　住み慣れた自宅で生活を続けたいというご本人様
の思いを大切にし、自立が続けられるように支援を行
なっています。

居宅介護支援事業
　介護支援専門員（ケアマネージャー）が居宅サービ
ス計画（ケアプラン）を作成し、それに基づき介護サー
ビスの提供が確保されるように、各介護サービス事業
所との連絡調整を行ないます。

通所介護事業
　ふれあいセンターこうだに通っていただき、入浴、
排泄、食事等の介護、生活などについての相談、助言、
健康状態の確認、機能訓練を行なっています。
　1日を楽しく過ごしていただき、生活機能の維持向
上に努めています。

福祉用具貸与事業・福祉用具販売事業
　高齢者や障がいを持つ方が自宅で介護を受け、でき
る限り自立した日常生活が送れるよう、適切な福祉用
具の選定、取りつけ、調整などを介護状態に合わせて
行ないます。
　福祉用具があることで生活を快適にするとともに、
ご家族の身体的な負担軽減を図ることを目的に福祉
用具の貸出・販売を行なっています。

　各事業の詳しいサービス内容を知りたいという方がいらっしゃ
いましたら下記までお問い合わせください。

お問い合わせ（在宅福祉課）／代表：45-2
ふくしいちばん

941 直通：45-5101
または、市社協各支所までお問い合わせください。

市社協介護保険サービス事業紹介
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皆さまの善意により、サロン活動、
ボランティア活動などが支えられています。
平成24年9月21日～平成24年12月20日受付分（敬称略）
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お・し・ら・せ
■弁護士相談（無料・予約先：市社協本所　総務課　☎４５－２

ふくしいちばん

９４１）
　※要予約  ６名まで（１人30分程度）予約については、先着順となります。

市社協吉田支所 毎月第３水曜日

13:00 ～ 16:00

財産・相続・金銭貸借・離婚など
法律上の問題に関すること。
日程については変更となる場合が
ありますので、詳しくは市社協本
所総務課へお問い合わせください。

市社協甲田支所 ２月６日（水）

市社協向原支所 ３月６日（水）

※　市社協吉田支所：開催月の1日、8:30から予約受付（変更あり）
※　市社協支所：開催前月の15日、8:30から予約受付（変更あり）

■心配ごと相談（無料）

吉 田 人 権 会 館 第 １・ ３ 木 曜 日 10:00 ～ 15:00 ☎ 42-2826

市社協八千代支所 第 １ 月 曜 日 13:00 ～ 15:00

日程については変更となる場合が
ございますので、詳しくは市社協
各支所へお問い合わせください。

市社協美土里支所 第 ３ 木 曜 日  9:00 ～ 12:00

市 社 協 高 宮 支 所 毎  月   15  日  9:00 ～ 12:00

市 社 協 甲 田 支 所 第 ４ 月 曜 日 13:30 ～ 15:30

市 社 協 向 原 支 所 第 ２ 火 曜 日  9:00 ～ 11:00

発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒739-1101　広島県安芸高田市甲田町高田原1490－1（安芸高田市ふれあいセンターこうだ内）
� TEL（0826）45-2941　FAX（0826）45-7012

社協だより

編集
後記

　新年明けましておめでとうございます。
　今年も心あたたまる話題を掲載し、安芸高田市の福祉についてもっと市民の
皆さまに知っていただけるような広報にしていきたいと思っています。
　本年もよろしくお願いいたします。� （事務局）　

　京都府南部で発生した大雨災害により被災された方々のための義援金を募集したところ、多く
の皆さまからのご協力をいただき誠にありがとうございました。
　お預かりいたしました義援金は、全額、日本赤十字社広島県支部に送金しており、被災された
方々に届けられています。
　ご協力いただきました皆さまに心から御礼申しあげます。

義援金報告 ご協力ありがとうございました

【義援金名】　「平成24年８月京都府南部豪雨災害義援金」
【受付期間】　 平成24年８月20日～平成24年10月31日
【総　　額】    ５,１２８円


